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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局装置に複数セルを割り当て、前記移動局装置と前記複数セルを介して通信を行な
う基地局装置であって、
　前記基地局装置は、下りリンク制御チャネルを用いて前記移動局装置にランダムアクセ
ス手順の実行を指示する際に、
　前記移動局装置に割り当てたセカンダリセルのパラメータにランダムアクセスの設定が
含まれる場合にのみ、ランダムアクセスプリアンブルを送信するセカンダリセルの識別子
を前記下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域に設定する制御部を有するこ
とを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
　基地局装置から複数セルを割り当てられ、前記基地局装置と前記複数セルを介して通信
を行なう移動局装置であって、
　前記基地局装置によって自局に割り当てられたセカンダリセルのパラメータにランダム
アクセスの設定が含まれており、前記基地局装置から、下りリンク制御チャネルを用いて
ランダムアクセス手順の実行を指示された場合に、
　前記下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域の情報を用いるセカンダリセ
ルへのランダムアクセス手順を開始するランダムアクセス処理部を有することを特徴とす
る移動局装置。
【請求項３】



(2) JP 5329598 B2 2013.10.30

10

20

30

40

50

　前記ランダムアクセス処理部は、
　前記キャリア指示領域で通知された情報をコンポーネントキャリアの識別子情報とみな
し、
　前記コンポーネントキャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示して
おり、かつ前記セカンダリセルが活性状態である場合には、前記セカンダリセルでランダ
ムアクセス手順を開始し、
　前記コンポーネントキャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示して
いない、または前記セカンダリセルが不活性状態である場合には、前記セカンダリセルで
のランダムアクセス手順を中止することを特徴とする請求項２記載の移動局装置。
【請求項４】
　基地局装置と移動局装置とが、異なる複数の周波数帯域のセルを集約して通信を行なう
通信システムであって、
　前記基地局装置は、下りリンク制御チャネルを用いて前記移動局装置にランダムアクセ
ス手順の実行を指示する際に、
　前記移動局装置に割り当てたセカンダリセルのパラメータにランダムアクセスの設定が
含まれる場合にのみ、ランダムアクセスプリアンブルを送信するセカンダリセルの識別子
を前記下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域に設定し、
　前記移動局装置は、自局に割り当てられたセカンダリセルのパラメータにランダムアク
セスの設定が含まれており、前記基地局装置から、前記下りリンク制御チャネルを用いて
ランダムアクセス手順の実行を指示された場合に、
　前記下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域の情報を用いるセカンダリセ
ルへのランダムアクセス手順を開始することを特徴とする通信システム。
【請求項５】
　移動局装置に複数セルを割り当て、前記移動局装置と前記複数セルを介して通信を行な
う基地局装置のランダムアクセス処理方法であって、
　前記基地局装置は、下りリンク制御チャネルを用いて前記移動局装置にランダムアクセ
ス手順の実行を指示する際に、
　前記移動局装置に割り当てたセカンダリセルのパラメータにランダムアクセスの設定が
含まれる場合にのみ、ランダムアクセスプリアンブルを送信するセカンダリセルの識別子
を前記下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域に設定することを特徴とする
ランダムアクセス処理方法。
【請求項６】
　基地局装置から複数セルを割り当てられ、前記基地局装置と前記複数セルを介して通信
を行なう移動局装置のランダムアクセス処理方法であって、
　前記基地局装置によって自局に割り当てられたセカンダリセルのパラメータにランダム
アクセスの設定が含まれており、前記基地局装置から、下りリンク制御チャネルを用いて
ランダムアクセス手順の実行を指示された場合に、
　前記下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域の情報を用いるセカンダリセ
ルへのランダムアクセス手順を開始することを特徴とするランダムアクセス処理方法。
【請求項７】
　前記移動局装置のランダムアクセス処理方法は、
　前記キャリア指示領域で通知された情報をコンポーネントキャリアの識別子情報とみな
し、
　前記コンポーネントキャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示して
おり、かつ前記セカンダリセルが活性状態である場合には、前記セカンダリセルでランダ
ムアクセス手順を開始し、
　前記コンポーネントキャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示して
いない、または前記セカンダリセルが不活性状態である場合には、前記セカンダリセルで
のランダムアクセス手順を中止することを特徴とする請求項６記載のランダムアクセス処
理方法。
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【請求項８】
　基地局装置から複数セルを割り当てられ、前記基地局装置と前記複数セルを介して通信
を行なう移動局装置の集積回路であって、
　前記基地局装置によって自局に割り当てられたセカンダリセルのパラメータにランダム
アクセスの設定が含まれており、前記基地局装置から、下りリンク制御チャネルを用いて
ランダムアクセス手順の実行を指示された場合に、
　前記下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域の情報を用いるセカンダリセ
ルへのランダムアクセス手順を開始する機能を備えることを特徴とする集積回路。
【請求項９】
　前記移動局装置の集積回路は、更に、
　前記キャリア指示領域で通知された情報をコンポーネントキャリアの識別子情報とみな
し、
　前記コンポーネントキャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示して
おり、かつ前記セカンダリセルが活性状態である場合には、前記セカンダリセルでランダ
ムアクセス手順を開始し、
　前記コンポーネントキャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示して
いない、または前記セカンダリセルが不活性状態である場合には、前記セカンダリセルで
のランダムアクセス手順を中止する機能を備えることを特徴とする請求項８記載の集積回
路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信システム、移動局装置、基地局装置、ランダムアクセス処理方法及び集
積回路に関し、特に、移動局装置が複数のセルを用いて基地局装置と無線接続している場
合のランダムアクセス処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　標準化プロジェクトである３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）において
、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency-Division Multiplexing）通信方式やリソースブロッ
クと呼ばれる所定の周波数・時間単位の柔軟なスケジューリングの採用によって、高速な
通信を実現させたＥｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（以降EUTRAと称する）が検討され、更にその発展形であるＡｄｖ
ａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡ（LTE-Advancedとも称される）の検討が進められている。
【０００３】
　Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡでは、ＥＵＴＲＡとの互換性を維持しつつ、より高速な
データ伝送が可能な技術として、キャリア・アグリゲーション（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇ
ｒｅｇａｔｉｏｎ）が提案されている。キャリア・アグリゲーションとは、複数の異なる
周波数帯域（キャリア周波数、コンポーネントキャリア（Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒ
ｉｅｒ）とも称する）で送信された送信装置のデータを、異なる周波数帯域に対応する受
信装置においてそれぞれ受信することで、データレートを向上させる技術である。なお、
以後は下りリンク送信における受信装置のことを移動局装置、送信装置のことを基地局装
置と記載し、上りリンク送信における受信装置のことを基地局装置、上りリンク送信にお
ける送信装置のことを移動局装置と記載するが、本発明の適用範囲はこれらの装置に限定
する必要は無い。
【０００４】
　Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡのキャリア・アグリゲーションで用いられるコンポーネ
ントキャリアは、プライマリコンポーネントキャリア（PCC: Primary Component Carrier
）とセカンダリコンポーネントキャリア（SCC: Secondary Component Carrier）とに区別
され、移動局装置が下りリンクのＰＣＣで接続するセルをプライマリセル(PCell: Primar
y Cell)、下りリンクのＳＣＣで接続するセルをセカンダリセル（SCell: Secondary Cell
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）と呼ぶ。プライマリセルには上りリンクコンポーネントキャリアが必ず含まれるが、セ
カンダリセルには含まれない場合がある。
【０００５】
　また、ＥＵＴＲＡの移動局装置は、基地局装置への初期接続時や、ハンドオーバー時、
上りリンクの同期が外れている状態で上りリンクデータ送信あるいは下りリンクデータ受
信を行なう必要がある時に、ランダムアクセス手順と呼ばれる上りリンクの送信タイミン
グ調整（上りリンクの同期確立）のための処理を行う。このランダムアクセス手順は、現
状のＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡでは、プライマリセルのみで行うことが規定されてい
る。（非特許文献１）
【０００６】
　なお、３ＧＰＰが規定する第３世代の基地局装置はノードＢ（NodeB）と称され、ＥＵ
ＴＲＡ及びＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおける基地局装置はイーノードＢ（eNodeB）
と称される。基地局装置は移動局装置が通信可能なエリアであるセルを管理し、セルは移
動局装置と通信可能なエリアの大きさに応じてフェムトセルやピコセル、ナノセルとも称
される。また、移動局装置がある基地局装置と通信可能であるとき、その基地局装置のセ
ルは移動局装置の在圏セルであり、その他の基地局装置、または異なる周波数のセルは周
辺セルと称される。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】ＴＳ３６．３２１ｖ１０．１．０　５．１．１，（ｈｔｔｐ：／／ｗｗ
ｗ．３ｇｐｐ．ｏｒｇ／ｆｔｐ／Ｓｐｅｃｓ／ｈｔｍｌ－ｉｎｆｏ／３６３２１．ｈｔｍ
）
【非特許文献２】ＴＳ３６．３００ｖ１０．３．０　１０．１．５，（ｈｔｔｐ：／／ｗ
ｗｗ．３ｇｐｐ．ｏｒｇ／ｆｔｐ／Ｓｐｅｃｓ／ｈｔｍｌ－ｉｎｆｏ／３６３００．ｈｔ
ｍ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前述のように、現状のＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡでは、ランダムアクセス手順はプ
ライマリセルでのみ処理されるが、今後、プライマリセルと一部のセカンダリセルとで異
なるタイミングでの送受信が必要となる場合などが想定される。この場合、プライマリセ
ルでのランダムアクセス手順だけではセカンダリセルの上りリンクを同期することができ
ない。
【０００９】
　上記の課題を鑑みて、本発明は、タイミングの異なるセルで効率的にランダムアクセス
手順を処理することができる通信システム、移動局装置、基地局装置、ランダムアクセス
処理方法及び集積回路を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本願の基地局装置は、移動局装置に複数セルを割り当て、前記移動局装置と前記複数セ
ルを介して通信を行なう基地局装置であって、前記基地局装置は、下りリンク制御チャネ
ルを用いて前記移動局装置にランダムアクセス手順の実行を指示する際に、前記移動局装
置に割り当てたセカンダリセルのパラメータにランダムアクセスの設定が含まれる場合に
のみ、ランダムアクセスプリアンブルを送信するセカンダリセルの識別子を前記下りリン
ク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域に設定する制御部を有することを特徴とする
。
【００１１】
　（２）また、本願の移動局装置は、基地局装置から複数セルを割り当てられ、前記基地
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局装置と前記複数セルを介して通信を行なう移動局装置であって、前記基地局装置によっ
て自局に割り当てられたセカンダリセルのパラメータにランダムアクセスの設定が含まれ
ており、前記基地局装置から、下りリンク制御チャネルを用いてランダムアクセス手順の
実行を指示された場合に、前記下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域の情
報を用いるセカンダリセルへのランダムアクセス手順を開始するランダムアクセス処理部
を有することを特徴とする。
【００１２】
　（３）また、本願の移動局装置は、前記ランダムアクセス処理部は、前記キャリア指示
領域で通知された情報をコンポーネントキャリアの識別子情報とみなし、前記コンポーネ
ントキャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示しており、かつ前記セ
カンダリセルが活性状態である場合には、前記セカンダリセルでランダムアクセス手順を
開始し、前記コンポーネントキャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを
示していない、または前記セカンダリセルが不活性状態である場合には、前記セカンダリ
セルでのランダムアクセス手順を中止することを特徴とする。
【００１３】
　（４）また、本願の通信システムは、基地局装置と移動局装置とが、異なる複数の周波
数帯域のセルを集約して通信を行なう通信システムであって、前記基地局装置は、下りリ
ンク制御チャネルを用いて前記移動局装置にランダムアクセス手順の実行を指示する際に
、　前記移動局装置に割り当てたセカンダリセルのパラメータにランダムアクセスの設定
が含まれる場合にのみ、ランダムアクセスプリアンブルを送信するセカンダリセルの識別
子を前記下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域に設定し、前記移動局装置
は、自局に割り当てられたセカンダリセルのパラメータにランダムアクセスの設定が含ま
れており、前記基地局装置から、前記下りリンク制御チャネルを用いてランダムアクセス
手順の実行を指示された場合に、前記下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領
域の情報を用いるセカンダリセルへのランダムアクセス手順を開始することを特徴とする
。
【００１４】
　（５）また、本願の基地局装置のランダムアクセス処理方法は、移動局装置に複数セル
を割り当て、前記移動局装置と前記複数セルを介して通信を行なう基地局装置のランダム
アクセス処理方法であって、前記基地局装置は、下りリンク制御チャネルを用いて前記移
動局装置にランダムアクセス手順の実行を指示する際に、前記移動局装置に割り当てたセ
カンダリセルのパラメータにランダムアクセスの設定が含まれる場合にのみ、ランダムア
クセスプリアンブルを送信するセカンダリセルの識別子を前記下りリンク制御チャネルに
含まれるキャリア指示領域に設定することを特徴とする。
【００１５】
　（６）また、本願の移動局装置のランダムアクセス処理方法は、基地局装置から複数セ
ルを割り当てられ、前記基地局装置と前記複数セルを介して通信を行なう移動局装置のラ
ンダムアクセス処理方法であって、前記基地局装置によって自局に割り当てられたセカン
ダリセルのパラメータにランダムアクセスの設定が含まれており、前記基地局装置から、
下りリンク制御チャネルを用いてランダムアクセス手順の実行を指示された場合に、前記
下りリンク制御チャネルに含まれるキャリア指示領域の情報を用いるセカンダリセルへの
ランダムアクセス手順を開始すること　ことを特徴とする。
【００１６】
　（７）また、本願の移動局装置のランダムアクセス処理方法は、前記キャリア指示領域
で通知された情報をコンポーネントキャリアの識別子情報とみなし、前記コンポーネント
キャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示しており、かつ前記セカン
ダリセルが活性状態である場合には、前記セカンダリセルでランダムアクセス手順を開始
し、前記コンポーネントキャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示し
ていない、または前記セカンダリセルが不活性状態である場合には、前記セカンダリセル
でのランダムアクセス手順を中止することを特徴とすることを特徴とする。
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【００１７】
　（８）また、本願の移動局装置の集積回路は、基地局装置から複数セルを割り当てられ
、前記基地局装置と前記複数セルを介して通信を行なう移動局装置の集積回路であって、
前記基地局装置によって自局に割り当てられたセカンダリセルのパラメータにランダムア
クセスの設定が含まれており、前記基地局装置から、下りリンク制御チャネルを用いてラ
ンダムアクセス手順の実行を指示された場合に、前記下りリンク制御チャネルに含まれる
キャリア指示領域の情報を用いるセカンダリセルへのランダムアクセス手順を開始する機
能を備えることを特徴とする。
【００１８】
　（９）また、本願の移動局装置の集積回路は、更に、前記キャリア指示領域で通知され
た情報をコンポーネントキャリアの識別子情報とみなし、前記コンポーネントキャリアの
識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示しており、かつ前記セカンダリセルが
活性状態である場合には、前記セカンダリセルでランダムアクセス手順を開始し、前記コ
ンポーネントキャリアの識別子が自局に割り当てられたセカンダリセルを示していない、
または前記セカンダリセルが不活性状態である場合には、前記セカンダリセルでのランダ
ムアクセス手順を中止する機能を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
　以上説明したように、本発明によれば、タイミングの異なるセルで効率的にランダムア
クセス手順を処理可能な通信システム、移動局装置、基地局装置、ランダムアクセス処理
方法及び集積回路を提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施形態に係る移動局装置１の一例を示したブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係る基地局装置２の一例を示したブロック図である。
【図３】本発明の実施形態１において移動局装置１がランダムアクセス手順を選択するフ
ローチャートである。
【図４】本発明の実施形態１における第２のランダムアクセス手順について説明するため
の図である。
【図５】本発明の実施形態１の第２のランダムアクセス手順におけるコンポーネントキャ
リアを選択するフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態２における第２のランダムアクセス手順について説明するため
の図である。
【図７】本発明の実施形態２の第２のランダムアクセス手順におけるコンポーネントキャ
リアを選択するフローチャートである。
【図８】本発明の実施形態に係る通信ネットワーク構成の一例を示す図である。
【図９】本発明の実施形態に係る移動局装置１に対するコンポーネントキャリアの設定の
一例を示した図である。
【図１０】従来のＡｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡにおける非競合ベースランダムアクセス
手順を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の実施形態を説明する前に、本発明に関する物理チャネルとキャリア・アグリゲ
ーション、ランダムアクセス手順について説明する。
【００２６】
　（１）物理チャネル
　ＥＵＴＲＡ及びＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡで使用される物理チャネル（または物理
シグナル）について説明を行なう。物理チャネルは、基地局装置から移動局装置へ送信さ
れる下りリンクにおける下りリンクチャネルと、移動局装置から基地局装置へ送信される
上りリンクにおける上りリンクチャネルとが存在する。物理チャネルは、ＥＵＴＲＡ、及
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びＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおいて、今後追加、または、その構造が変更される可
能性もあるが、変更された場合でも本発明の各実施形態の説明には影響しない。
【００２７】
　同期シグナル（Synchronization Signals）は、３種類のプライマリ同期シグナルと、
周波数領域で互い違いに配置される３１種類の符号から構成されるセカンダリ同期シグナ
ルとで構成され、プライマリ同期シグナルとセカンダリ同期シグナルの信号の組み合わせ
によって、基地局装置を識別する５０４通りのセル識別子（セルＩＤ：Physical Cell Id
entity; PCI）と、無線同期のためのフレームタイミングが示される。移動局装置は、セ
ルサーチによって受信した同期シグナルのセルＩＤを特定する。
【００２８】
　物理報知情報チャネル（PBCH; Physical Broadcast Channel）は、セル内の移動局装置
で共通に用いられる制御パラメータ（報知情報（システム情報）；System information）
を通知する目的で送信される。物理報知情報チャネルで通知されない報知情報は、下りリ
ンク制御チャネルで無線リソースが通知され、下りリンク共用チャネルを用いてレイヤ３
メッセージで送信される。報知情報として、セル個別の識別子を示すセルグローバル識別
子（CGI; Cell Global Identifier）、ページングによる待ち受けエリアを管理するトラ
ッキングエリア識別子（TAI; Tracking Area Identifier）などが通知される。
【００２９】
　下りリンクリファレンスシグナルは、セル毎に所定の電力で送信されるパイロットシグ
ナルである。また、下りリンクリファレンスシグナルは、所定の規則に基づき周波数・時
間位置で周期的に繰り返される既知の信号である。移動局装置は、下りリンクリファレン
スシグナルを受信することでセル毎の受信品質を測定する。また、移動局装置は、下りリ
ンクリファレンスシグナルと同時に送信される下りリンク制御チャネル、または下りリン
ク共用チャネルの復調のための参照用の信号としても下りリンクリファレンスシグナルを
使用する。下りリンクリファレンスシグナルに使用される系列は、セル毎に識別可能な系
列が用いられる。なお、下りリンクリファレンスシグナルはセル固有ＲＳ（Cell-specifi
c reference signals）と記載される場合もあるが、その用途と意味は同じである。
【００３０】
　下りリンク制御チャネル（PDCCH; Physical Downlink Control Channel）は、各サブフ
レームの先頭からいくつかのＯＦＤＭシンボルで送信され、移動局装置に対して基地局装
置のスケジューリングに従った無線リソース割当て情報の通知や、送信電力増減の指示、
ランダムアクセス手順開始の指示などの目的で使用される。移動局装置は、下りリンクデ
ータや下りリンク制御データであるレイヤ３メッセージ（ページング、ハンドオーバーコ
マンドなど）を送受信する前に自局宛の下りリンク制御チャネルを監視（モニタ）し、自
局宛の下りリンク制御チャネルを受信することで、送信時には上りリンクグラント、受信
時には下りリンクグラントと呼ばれる無線リソース割当て情報を取得する必要がある。
【００３１】
　下りリンク共用チャネル（PDSCH; Physical Downlink Shared Channel）は、下りリン
クデータの他、下りリンク制御データであるレイヤ３メッセージとしてページングや報知
情報を通知するためにも使用される。下りリンクデータチャネルの無線リソース割当て情
報は、下りリンク制御チャネルで示される。
【００３２】
　上りリンク共用チャネル（PUSCH; Physical Uplink Shared Channel）は、主に上りリ
ンクデータと上りリンク制御データを送信し、下りリンクの受信品質やＡＣＫ／ＮＡＣＫ
などの制御データを含めることも可能である。また、下りリンクと同様に上りリンクデー
タチャネルの無線リソース割当て情報は、下りリンク制御チャネルで示される。
【００３３】
　物理ランダムアクセスチャネル（PRACH; Physical Random Access Channel）は、プリ
アンブル系列を通知するために使用されるチャネルであり、ガードタイムを持つ。物理ラ
ンダムアクセスチャネルは、移動局装置の基地局装置へのアクセス手段として用いられる



(8) JP 5329598 B2 2013.10.30

10

20

30

40

50

。移動局装置は、上りリンク制御チャネル未設定時の送信データのスケジューリング要求
や、上りリンク送信タイミングを基地局装置の受信タイミングウィンドウに合わせるため
に必要な送信タイミング調整情報の要求に物理ランダムアクセスチャネルを用いる。送信
タイミング調整情報を受信した移動局装置は、送信タイミング調整情報の有効時間を設定
し、有効時間中は送信タイミング調整状態、有効期間外は、送信タイミング非調整状態と
して上りリンクの状態を管理する。基地局装置は、移動局装置に対して個別プリアンブル
系列（Dedicated preamble）を割り当てて、ランダムアクセス手順を開始させることも可
能である。なお、それ以外の物理チャネルは、本発明の各実施形態に関わらないため詳細
な説明は省略する。
【００３４】
（２）キャリア・アグリゲーション
　キャリア・アグリゲーションとは、複数の異なる周波数帯域のセル（コンポーネントキ
ャリア）を集約（アグリゲーション）して一つの周波数帯域のように扱う技術である。例
えば、キャリア・アグリゲーションによって周波数帯域幅が２０ＭＨｚのコンポーネント
キャリアを５つ集約した場合、移動局装置は１００ＭＨｚの周波数帯域幅とみなしてアク
セスすることが可能となる。なお、集約するコンポーネントキャリアは連続した周波数帯
域であっても、全てまたは一部が不連続となる周波数帯域であってもよい。例えば、使用
可能な周波数帯域が８００ＭＨｚ帯域、２．４ＧＨｚ帯域、３．４ＧＨｚ帯域である場合
、ある一つのコンポーネントキャリアが８００ＭＨｚ帯域、別のコンポーネントキャリア
が２ＧＨｚ帯域、さらに別のコンポーネントキャリアが３．４ＧＨｚ帯域で送信されてい
てもよい。
【００３５】
　また、同一周波数帯域、例えば２．４ＧＨｚ帯域内の連続または不連続のコンポーネン
トキャリアを集約することも可能である。各コンポーネントキャリアの周波数帯域幅は２
０ＭＨｚより狭い周波数帯域幅であっても良く、各々異なっていても良い。
【００３６】
　基地局装置は、滞留しているデータバッファ量や移動局装置の受信品質、セル内の負荷
やＱｏＳなどの種々の要因に基づいて、移動局装置に割り当てる上りリンクまたは下りリ
ンクのコンポーネントキャリアの数を増減することができる。
【００３７】
　具体的には、基地局装置は移動局装置に対するコンポーネントキャリア（セカンダリセ
ル）の追加やパラメータの修正、解放を移動局装置に通知することができる。前記通知に
は典型的にはレイヤ３メッセージ（無線リソース制御メッセージ；ＲＲＣメッセージ）が
用いられる。例えば、基地局装置は移動局装置に対するコンポーネントキャリアの追加お
よびパラメータの修正を行う場合、セカンダリセル番号（ｓＣｅｌｌＩｎｄｅｘ）とその
セカンダリセル番号に対するパラメータとして、物理セル識別子やキャリア周波数情報、
無線リソースに関するパラメータの設定情報などを移動局装置に通知し、通知された移動
局装置は通知されたセカンダリセル番号のセカンダリセルが自局に既に設定されている場
合は当該セカンダリセルのパラメータの修正とみなし、通知されたセカンダリセル番号が
設定されていない場合はセカンダリセルの追加とみなす。また、コンポーネントキャリア
の解放を行う場合、セカンダリセル番号が基地局装置から移動局装置に通知され、移動局
装置は通知されたセカンダリセル番号のセカンダリセル情報を解放する。
【００３８】
　[本発明の通信ネットワーク構成の例]
　図８は、本発明の実施形態に係る通信ネットワーク構成の一例を示す図である。移動局
装置１は、キャリア・アグリゲーションによって複数の周波数帯域（コンポーネントキャ
リア、Band1~Band3）を同時に用いて基地局装置２と無線接続することが可能な場合、通
信ネットワーク構成としては、ある一つの基地局装置２が複数の周波数帯域毎に送信器２
１～２３（及び図示しない受信器）を備えており、各周波数帯域の制御を一つの基地局装
置２で行なう構成が制御の簡略化の観点から好適である。ただし、複数の周波数帯域が連
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続する周波数帯域であるなどの理由で、基地局装置２が一つの送信装置で複数の周波数帯
域の送信を行なう構成であっても構わない。基地局装置２の送信装置によって制御される
各周波数帯域の通信可能範囲はセルとしてみなされ、空間的に同一のエリアに存在する。
このとき、各周波数帯域がカバーするエリア（セル）はそれぞれ異なる広さ、異なる形状
であっても良い。
【００３９】
　ただし、後述する記載において、基地局装置２が形成するコンポーネントキャリアの周
波数でカバーされるエリアのことをそれぞれセルと称して説明するが、これは実際に運用
される通信システムにおけるセルの定義とは異なる可能性があることに注意する。例えば
、ある通信システムでは、キャリア・アグリゲーションによって用いられるコンポーネン
トキャリアの一部のことを、セルではなく単なる追加の無線リソースと定義するかもしれ
ない。本発明でコンポーネントキャリアをセルと称することで、実際に運用される通信シ
ステムにおけるセルの定義と異なる場合が発生したとしても、本発明の主旨には影響しな
い。なお、移動局装置１は、リレー局装置（またはリピーター）を介して基地局装置２と
無線接続されても良い。
【００４０】
　[コンポーネントキャリアの構成の設定例]
　図９は、本発明の実施形態に係る移動局装置１がキャリア・アグリゲーションを行なう
場合に、基地局装置２が移動局装置１に対して設定する下りリンクコンポーネントキャリ
アと、上りリンクコンポーネントキャリアの対応関係の一例を示した図である。図９中の
下りリンクコンポーネントキャリアＤＬ＿ＣＣ１と上りリンクコンポーネントキャリアＵ
Ｌ＿ＣＣ１、下りリンクコンポーネントキャリアＤＬ＿ＣＣ２と上りリンクコンポーネン
トキャリアＵＬ＿ＣＣ２、及び下りリンクコンポーネントキャリアＤＬ＿ＣＣ３と上りリ
ンクコンポーネントキャリアＵＬ＿ＣＣ３はセル固有接続（Ｃｅｌｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　Ｌｉｎｋａｇｅ）している。セル固有接続とは、例えば、移動局装置１がキャリア・ア
グリゲーションしていない場合に、基地局装置２にアクセス可能な上りリンクと下りリン
クの周波数帯域の対応関係（連携関係）であり、典型的には報知情報でその対応関係が示
される。上りリンクと下りリンクの周波数帯域の対応関係は、報知情報に周波数情報とし
て明示的に指示されるか、または明示的に指示されない場合に運用周波数毎に一意に決め
られる上りリンクと下りリンクの規定の周波数差の情報を用いるなどして暗黙的に指示さ
れる。これらの方法に限らず、セル毎に上りリンクと下りリンクの周波数帯域の対応関係
を示すことが可能であれば、これ以外の方法を用いて指示されても良い。
【００４１】
　これに対し、基地局装置２は、下りリンクコンポーネントキャリアと上りリンクコンポ
ーネントキャリアの対応関係を、セル固有接続とは別に移動局装置１毎に個別に設定（個
別接続；UE Specific Linkage）することも可能である。個別接続は、基地局装置２から
下りリンクコンポーネントキャリアと上りリンクコンポーネントキャリアが追加されると
きに同時に設定される。図９の場合、ある移動局装置１が無線接続される上りリンクコン
ポーネントキャリアＵＬ＿ＣＣ２に対し、２つの下りリンクコンポーネントキャリア（Ｄ
Ｌ＿ＣＣ２、ＤＬ＿ＣＣ３）が対応しており、ＤＬ＿ＣＣ３とＵＬ＿ＣＣ２は個別接続さ
れており、ＤＬ＿ＣＣ１とＤＬ＿ＣＣ２はそれぞれＵＬ＿ＣＣ１とＵＬ＿ＣＣ２にセル固
有接続されている。この場合、移動局装置１はＤＬ＿ＣＣ１～ＤＬ＿ＣＣ３で受信処理を
行い、ＵＬ＿ＣＣ１およびＵＬ＿ＣＣ２で送信処理を行う。すなわち、ＤＬ＿ＣＣ１～Ｄ
Ｌ＿ＣＣ３とＵＬ＿ＣＣ１～ＵＬ＿ＣＣ２は、移動局装置１が基地局装置２との通信に用
いる接続コンポーネントキャリアであり、ＵＬ＿ＣＣ３は、移動局装置１が基地局装置２
との通信に用いない非接続コンポーネントキャリアである。典型的にはプライマリセルの
上りリンクと下りリンクはセル固有接続され、セカンダリセルの上りリンクと下りリンク
は個別接続される。
【００４２】
　さらに、上りリンクコンポーネントキャリアで移動局装置１が送信する際の送信電力調
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整には、下りリンクコンポーネントキャリアの受信品質（基地局装置２から送信された無
線信号の電力が移動局装置１で受信されるまでに減衰した量を示すパスロス値など）が用
いられる。プライマリセルの送信電力調整には、当該プライマリセルの下りリンクの受信
品質が用いられる。一方、セカンダリセルの送信電力調整には、プライマリセルか当該セ
カンダリセルの下りリンクの受信品質のいずれか一方に基づく。セカンダリセルの送信電
力調整のために、プライマリセルと当該セカンダリセルの何れの下りリンクの受信品質を
利用するかは、報知情報あるいは移動局装置１毎に個別のレイヤ３メッセージ（ＲＲＣメ
ッセージ）によって、基地局装置２から移動局装置１へ通知される。
【００４３】
　また、移動局装置１の消費電力低減およびリソース利用効率化のために、Ａｄｖａｎｃ
ｅ　ＥＵＴＲＡでは移動局装置１に割り当てられた（Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎされた
）セカンダリセルには２つの状態が定義されている。前記２つの状態の遷移は、基地局装
置２から明示的または暗黙的に活性化（ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ、アクティベーション）お
よび不活性化（ｄｅａｃｔｉｖａｔｉｏｎ、ディアクティベーション）が指示されること
により、コンポーネントキャリア毎に行われる。移動局装置１は下りリンク受信と上りリ
ンク送信のために、活性化しているコンポーネントキャリアを使用することはできるが、
非活性化されたコンポーネントキャリアを使用することはできない。非活性化は、下りリ
ンクと上りリンクとをペアとして管理しても良いし、独立して管理しても良い。
【００４４】
（３）ランダムアクセス手順
　ランダムアクセス手順には、競合ベースランダムアクセス（Contention based Random 
Access）と非競合ベースランダムアクセス（Non-contention based Random Access）の２
つのアクセス手順がある。
【００４５】
　競合ベースランダムアクセスは、移動局装置間で衝突する可能性のあるランダムアクセ
ス手順であり、基地局装置と接続（通信）していない状態からの初期アクセス時や、基地
局装置と接続中であるが上りリンク同期が調整されていない状態で移動局装置に上りリン
クデータ送信が発生した場合のスケジューリングリクエストなどに行われる。
【００４６】
　また、非競合ベースランダムアクセスは、移動局装置間で衝突が発生しないランダムア
クセス手順であり、基地局装置と移動局装置が接続中であるが上りリンクの同期が調整さ
れていない場合に、迅速に移動局装置と基地局装置との間の上りリンク同期をとるために
用いられ、主にハンドオーバーや移動局装置の送信タイミングが有効でない場合等の特別
な場合に基地局装置から指示されて移動局装置がランダムアクセス手順を開始する（非特
許文献１）。非競合ベースランダムアクセスは、ＲＲＣ（Radio Resource Control:Layer
3）層のメッセージまたは下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨの制御データにより指示さ
れる。
【００４７】
　図１０を用いて、従来のＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡにおけるキャリア・アグリゲー
ション時の下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨを用いた非競合ベースランダムアクセス手
順を説明する。まず、基地局装置は、ランダムアクセス手順に必要な情報を下りリンク制
御情報（DCI; Downlink control information）として、プライマリセルの下りリンク制
御チャネルＰＤＣＣＨを用いて、移動局装置に通知する（メッセージ０、ステップＳ１０
１）。ランダムアクセス手順のためのＤＣＩは既定のフォーマット（Ｆｏｒｍａｔ１Ａ）
で通知され、ランダムアクセスプリアンブル送信リソース割り当て情報（ＰＲＡＣＨ　Ｍ
ａｓｋ　Ｉｎｄｅｘ）およびプリアンブル番号（Ｐｒｅａｍｂｌｅ　Ｉｎｄｅｘ）が含ま
れる。
【００４８】
　自局宛の前記ＤＣＩが含まれるＰＤＣＣＨを受信した移動局装置は、指定されたプリア
ンブル番号に対応するランダムアクセスプリアンブルをプライマリセルに割り当てられた
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上りリンクリソースを用いて送信する（メッセージ１、ステップＳ１０２）。
【００４９】
　基地局装置は、移動局装置からのランダムアクセスプリアンブルを検出すると、ランダ
ムアクセスプリアンブルから移動局装置と基地局装置との間の送信タイミングのずれ量を
算出し、下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨに前記ランダムアクセスプリアンブルを送信
した移動局装置宛の応答（ランダムアクセスレスポンス）を示すためのＲＡ－ＲＮＴＩ（
Random Access-Radio Network Temporary Identity：ランダムアクセスレスポンス識別情
報）を配置し、下りリンク共用チャネルＰＤＳＣＨに、前記タイミングのずれ量に基づい
た送信タイミング調整情報、スケジューリング情報、および受信したランダムアクセスプ
リアンブルの識別子情報を含んだランダムアクセスレスポンスメッセージを送信する（メ
ッセージ２、ステップＳ１０３）。
【００５０】
　移動局装置は、下りリンク制御チャネルＰＤＣＣＨにＲＡ－ＲＮＴＩがあることを検出
すると、下りリンク共用チャネルＰＤＳＣＨに配置されたランダムアクセスレスポンスメ
ッセージの中身を確認し、送信したランダムアクセスプリアンブルの情報が含まれている
場合、ランダムアクセスレスポンスメッセージに含まれる送信タイミング調整情報から上
りリンクの送信タイミングを調整する。移動局装置は、送信タイミング調整情報を受信し
た場合に、受信した送信タイミング調整情報が有効である場合は送信タイミングタイマー
をスタートする。尚、この送信タイミングタイマーが満了すると調整した送信タイミング
は無効となる。送信タイミングが有効の間、移動局装置は、基地局装置へのデータ送信が
可能であり、送信タイミングが無効の場合、ランダムアクセスプリアンブルの送信のみが
可能である。また、送信タイミング調整情報が有効な期間を上りリンク同期状態と言い、
送信タイミングが有効でない期間を上りリンク非同期状態とも言う。
【００５１】
　ランダムアクセス手順完了以降の上りリンクの送信タイミングの更新は、例えば、基地
局装置が移動局装置から送信される上りリンク参照信号（測定用参照信号、または、復調
用参照信号）を測定して、送信タイミング調整情報を算出し、算出した送信タイミング調
整情報含む送信タイミングメッセージを移動局装置に通知することで行なわれる。移動局
装置は、基地局装置から通知された送信タイミング調整情報から上りリンクの送信タイミ
ングを調整すると送信タイミングタイマーをリスタート（restart）する。尚、基地局装
置も移動局装置と同じ送信タイミングタイマーを保持しており、送信タイミングメッセー
ジを送信した場合に送信タイミングタイマーをスタート、または、リスタートする。この
ようにすることで、基地局装置と移動局装置で上りリンク同期状態を管理する。送信タイ
ミングタイマーが満了すると調整した送信タイミングは無効となり、移動局装置は、ラン
ダムアクセスプリアンブルの送信以外の上りリンク送信を停止する。
【００５２】
　以上の事項を考慮しつつ、以下、添付図面に基づき、本発明の好適な実施形態について
詳細に説明する。なお、本発明の説明において、本発明に関連した公知の機能や構成につ
いての具体的な説明が、本発明の要旨を不明瞭にすると判定される場合には、その詳細な
説明を省略する。
【００５３】
　＜第１の実施形態＞
　本発明の第１の実施形態について以下に説明する。本実施形態は、ランダムアクセス手
順の処理にセカンダリセルを含める場合の処理方法を示す。
【００５４】
　図１は、本発明の実施形態に係る移動局装置１の一例を示すブロック図である。本移動
局装置１は、受信部１０１、復調部１０２、復号部１０３、測定処理部１０４、制御部１
０５、ランダムアクセス処理部１０６、符号部１０７、変調部１０８、送信部１０９、上
位レイヤ１１０、無線送信設定部１１１から構成される。
【００５５】
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　受信に先立ち、上位レイヤ１１０は、移動局装置制御情報を制御部１０５に出力する。
制御部１０５は、受信に関する移動局装置制御情報を受信制御情報として、受信部１０１
、復調部１０２、復号部１０３へ適切に出力する。受信制御情報は、受信スケジュール情
報として、復調情報、復号化情報、受信周波数帯域の情報、各チャネルに関する受信タイ
ミング、多重方法、無線リソース配置情報などの情報が含まれている。
【００５６】
　受信部１０１は、受信制御情報で通知された周波数帯域で、図示しない一つ以上の受信
器を通じて基地局装置２から信号を受信し、受信した信号をベースバンドのデジタル信号
に変換して、復調部１０２へ出力する。復調部１０２は、受信信号を復調して復号部１０
３へ出力する。復号部１０３は、受信制御情報に基づき復調された信号を正しく復号し、
下りリンクトラフィックデータと下りリンク制御データに適切に分離し、それぞれ上位レ
イヤ１１０へ出力する。上位レイヤ１１０は、下りリンク制御データにコンポーネントキ
ャリアの追加、修正または解放などの情報や、割り当てられたコンポーネントキャリアの
活性化／不活性化情報が含まれる場合はコンポーネントキャリア管理部１０４に当該情報
を通知し、コンポーネントキャリア管理部１０４は、通知された内容に基づき、自局に既
に割り当てられたセカンダリセル番号のコンポーネントキャリアのパラメータ修正や解放
を行ったり、あるいは新たなセカンダリセル番号のコンポーネントキャリアのパラメータ
を記憶したり、各セカンダリセルの活性／不活性状態の記憶を行ったりする。なお、コン
ポーネントキャリアの活性化／不活性化情報は、上位レイヤ１１０を介さずに復号部１０
３からコンポーネントキャリア管理部１０４に通知されてもよい。
【００５７】
　また、送信に先立ち、上位レイヤ１１０は、制御部１０５へ移動局装置制御情報を出力
する。制御部１０５は、送信に関する移動局装置制御情報を送信制御情報として、ランダ
ムアクセス処理部１０６、符号部１０７、変調部１０８、送信部１０９へ適切に出力する
。送信制御情報は、送信信号の上りリンクスケジューリング情報として、符号化情報、変
調情報、送信周波数帯域の情報、各チャネルに関する送信タイミング、多重方法、無線リ
ソース配置情報などの情報が含まれている。
【００５８】
　上位レイヤ３１０は、符号部１０７へ上りリンクトラフィックデータと上りリンク制御
データを上りリンクチャネルに応じて適切に出力する。符号部１０７は送信制御情報に従
い、各データを適切に符号化し、変調部１０８に出力する。変調部１０８は、符号部１０
７で符号化された信号の変調を行なう。また、変調部１０８は、変調された信号に対して
下りリンクリファレンスシグナルを多重し、周波数バンドにマッピングする。
【００５９】
　送信部１０９は、変調部１０８から出力された周波数バンドの信号を時間領域の信号へ
変換し、変換した信号を既定の周波数の搬送波にのせて電力増幅を行なうと共に図示しな
い１つ以上の送信器から送信する。
【００６０】
　また、復号部１０３で復号した信号に自局宛のランダムアクセスプリアンブル送信指示
のＤＣＩが含まれていた場合、前記ＤＣＩは上位レイヤ１１０を通じて（あるいは復号部
１０３から直接）ランダムアクセス処理部１０６に通知される。ランダムアクセス処理部
１０６は、通知されたＤＣＩと、コンポーネントキャリア管理部１０４から取得した各コ
ンポーネントキャリア情報およびその活性／不活性状態の情報とに基づき、ランダムアク
セス手順の方法を切り替えて、ランダムアクセス手順を開始する。
【００６１】
　上りリンク制御データが配置される上りリンク共用チャネルは、典型的にはレイヤ３メ
ッセージ（無線リソース制御メッセージ；ＲＲＣメッセージ）を構成する。移動局装置１
のＲＲＣ部は上位レイヤ１１０の一部として存在する。また、ランダムアクセス処理部１
０６は、移動局装置１のデータリンク層を管理するＭＡＣ（Medium Access Control）の
一部として存在する。図１において、その他の移動局装置１の構成要素は本実施形態に関
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係ないため省略してある。
【００６２】
　図２は、本発明の実施形態による基地局装置２の一例を示すブロック図である。本基地
局装置２は、受信部２０１、復調部２０２、復号部２０３、制御部２０４、符号部２０５
、変調部２０６、送信部２０７、ネットワーク信号処理部２０８、上位レイヤ２０９から
構成される。
【００６３】
　上位レイヤ２０９は、下りリンクトラフィックデータと下りリンク制御データを符号部
２０５へ出力する。符号部２０５は、入力された各データを符号化し、変調部２０６へ出
力する。変調部２０６は、符号化された信号の変調を行なう。また、変調部２０６は、変
調された信号に対して下りリンクリファレンスシグナルを多重し、周波数バンドにマッピ
ングする。送信部２０７は、変調部２０６から出力された周波数バンドの信号を時間領域
の信号へ変換し、変換した信号を図示しない１つ以上の送信器から既定の周波数の搬送波
にのせて電力増幅を行なうと共に送信する。下りリンク制御データが配置される下りリン
ク共用チャネルは、典型的にはレイヤ３メッセージ（ＲＲＣ（Radio Resource Control）
メッセージ）を構成する。
【００６４】
　また、受信部２０１は、受信制御情報で通知された周波数帯域で、図示しない一つ以上
の受信器を通じて、後述する移動局装置１から信号を受信し、受信した信号をベースバン
ドのデジタル信号に変換して、復調部２０２へ出力する。復調部２０２はデジタル信号を
復調し、復号部２０３へ出力する。復号部２０３は、復調された信号を復号し、上りリン
クトラフィックデータと上りリンク制御データに適切に分離し、それぞれ上位レイヤ２０
９へ出力する。
【００６５】
　上位レイヤ２０９は、これら各ブロックの制御に必要な基地局装置制御情報を制御部２
０４へ出力する。制御部２０４は、送信に関連する基地局装置制御情報は送信制御情報と
して、符号部２０５、変調部２０６、送信部２０７の各ブロックに、受信に関連する基地
局装置制御情報は受信制御情報として、受信部２０１、復調部２０２、復号部２０３の各
ブロックに適切に出力する。
【００６６】
　一方、ネットワーク信号処理部２０８は、複数の基地局装置２間（または制御局装置（
ＭＭＥ）、ゲートウェイ装置（Ｇａｔｅｗａｙ）、ＭＣＥ）と基地局装置２との間の制御
メッセージの送信または受信を行なう。制御メッセージはネットワーク回線を経由して送
受信される。制御メッセージは、Ｓ１インターフェースやＸ２インターフェースやＭ１イ
ンターフェースやＭ２インターフェースと呼ばれる論理インターフェース上でやり取りさ
れる。
【００６７】
　また、基地局装置２のＲＲＣ部は、上位レイヤ２０９の一部として存在する。図２にお
いて、その他の基地局装置２の構成要素は本実施形態に関係ないため省略してある。
【００６８】
　続いて、本実施形態の移動局装置１がＰＤＣＣＨによりランダムアクセス手順を指示さ
れた場合のランダムアクセス処理方法について、図３を用いて説明を行なう。
【００６９】
　ここで、前述のＤＣＩ　Ｆｏｒｍａｔ　１Ａには、移動局装置１宛のデータが格納され
ているＰＤＳＣＨのコンポーネントキャリアを示すキャリア指示領域（CIF; Carrier Ind
icator Field）と呼ばれる３ビットのデータが含まれる。
【００７０】
　本実施形態の移動局装置は、ランダムアクセス手順が開始されるセルを判断するために
、従来ランダムアクセス手順の指示のためには使用されていなかったＣＩＦを用いたラン
ダムアクセス手順とＣＩＦを用いないランダムアクセス手順とを、基地局装置２より設定
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されたランダムアクセスの設定の有無に応じて適切なタイミングで切り替えることを特徴
とする。
【００７１】
　図３にランダムアクセス手順を選択するフローチャートを示す。図３において、まず移
動局装置１は、コンポーネントキャリア管理部１０４で管理されている何れかのセカンダ
リセルのパラメータに物理ランダムアクセスチャネル設定が含まれるか否かを判断する（
ステップＳ３１）。ステップＳ３１において物理ランダムアクセスチャネル設定が含まれ
なかった場合、あるいはセカンダリセルが割り当てられていない場合、移動局装置１は第
１のランダムアクセス手順を実行する（ステップＳ３２）。具体的に第１のランダムアク
セス手順は、従来のＡｄｖａｎｃｅｄ　ＥＵＴＲＡのランダムアクセス手順であるため説
明を省略する。ステップＳ３１において物理ランダムアクセスチャネル設定が含まれる場
合、移動局装置１は第２のランダムアクセス手順を実行する（ステップＳ３３）。
【００７２】
　以下、第２のランダムアクセス手順について、図４を用いて説明する。図４において、
基地局装置２は移動局装置１に対してランダムアクセスプリアンブルを割り当てるために
メッセージ０を送信する（ステップＳ４１）。メッセージ０にはランダムアクセスプリア
ンブルを送信するリソースの割り当て情報およびプリアンブル番号が含まる。また、基地
局装置２は、予め移動局装置１に通知したセカンダリセルのパラメータに物理ランダムア
クセスチャネル設定が含まれている場合には、メッセージ０に含まれるＣＩＦに、プライ
マリセルあるいはセカンダリセルとして基地局装置２が移動局装置１に割り当てたコンポ
ーネントキャリアの何れかを特定する識別子を代入しておく。前記識別子は、基地局装置
２から移動局装置１に対して送信されるＲＲＣ接続再設定メッセージ（RRCConnectionRec
onfiguration）で、セカンダリセルを割り当てたり解放したりする際に用いられる識別子
であるセカンダリセル番号と同じ値（プライマリセルは識別子０であらわす）とすること
が望ましいが、これに限らず、セカンダリセルの一部でのみランダムアクセス手順を実施
可能とする場合（一部のセカンダリセルにのみ物理ランダムアクセスチャネル設定が含ま
れる場合）には、それらのセルを同定できる識別子にしてもよい。
【００７３】
　メッセージ０を受信した移動局装置１は、ランダムアクセスプリアンブルを送信するコ
ンポーネントキャリアの選択を行う（ステップＳ４２）。
【００７４】
　図５にコンポーネントキャリアを選択するフローチャートを示す。図５において、移動
局装置１はメッセージ０に含まれるＣＩＦからコンポーネントキャリアの識別子を取得す
る（ステップＳ５１）。次に、移動局装置１は、コンポーネントキャリア管理部１０４か
ら取得したコンポーネントキャリアの割り当て情報を用いて、ステップＳ５１で取得した
識別子のコンポーネントキャリアが存在するか（割り当てられているか）を判断する（ス
テップＳ５２）。前記識別子のコンポーネントキャリアが存在する場合はステップＳ５３
に遷移し、存在しない場合はステップＳ５５に遷移する。ステップＳ５２で前記識別子の
コンポーネントキャリアが存在する場合、移動局装置１は前記識別子のコンポーネントキ
ャリアが活性状態か否かを判断する（ステップＳ５３）。前記識別子のコンポーネントキ
ャリアが活性状態であればステップＳ５４に遷移し、不活性状態であればステップＳ５５
に遷移する。ステップＳ５３で前記識別子のコンポーネントキャリアが活性状態であれば
、移動局装置１は前記識別子のコンポーネントキャリアを、ランダムアクセスプリアンブ
ルを送信するコンポーネントキャリアに設定してフローを終了する（ステップＳ５４）。
【００７５】
　ステップＳ５２で、ステップＳ５１で取得した識別子のコンポーネントキャリアが存在
しない場合、あるいはステップＳ５３で、前記識別子のコンポーネントキャリアが不活性
状態である場合、ランダムアクセス手順を中止し、フローを終了する（ステップＳ５５）
。
【００７６】
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　次に、移動局装置１は、ステップＳ４２で設定されたコンポーネントキャリアで、当該
コンポーネントキャリアに設定された物理ランダムアクセスチャネル設定に基づいたラン
ダムアクセスプリアンブル（メッセージ１）を送信する（ステップＳ４３）。
【００７７】
　ランダムアクセスプリアンブルを受信した基地局装置２は、当該ランダムアクセスプリ
アンブルが、自局が移動局装置１に対して設定したプリアンブル番号およびコンポーネン
トキャリアであることを確認し、ＰＤＣＣＨに前記ランダムアクセスプリアンブルを送信
した移動局装置１宛の応答（ランダムアクセスレスポンス）を示すためのＲＡ－ＲＮＴＩ
（Random Access-Radio Network Temporary Identity：ランダムアクセスレスポンス識別
情報）を配置し、下りリンク共用チャネルＰＤＳＣＨに、前記タイミングのずれ量に基づ
いた送信タイミング調整情報、スケジューリング情報、および受信したランダムアクセス
プリアンブルの識別子情報を含んだランダムアクセスレスポンスメッセージ（メッセージ
２）を送信する（ステップＳ４４）。ランダムアクセスレスポンスの少なくともＰＤＣＣ
Ｈは、移動局装置１がランダムアクセスプリアンブルを送信した上りリンクのコンポーネ
ントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアで送信されることが望ましい
。
【００７８】
　上述のように、移動局装置１は、基地局装置２より設定されたセカンダリセルと、セカ
ンダリセルのランダムアクセスの設定（物理ランダムアクセスチャネル設定）に応じて、
ＣＩＦを用いないランダムアクセス手順（第１のランダムアクセス手順）と従来ランダム
アクセス手順の指示のためには使用されていなかったＣＩＦを用いたランダムアクセス手
順（第２のランダムアクセス手順）とを適切なタイミングで切り替えることで、無線リソ
ースの使用量を増大させることなく、ランダムアクセス手順が開始されるセルを適切に判
断することが可能となる。
【００７９】
　＜第２の実施形態＞
　本発明の第２の実施形態について以下に説明する。本実施形態は、ＣＩＦを用いたラン
ダムアクセス手順の処理の別の一例を示す。
【００８０】
　本実施形態に用いる移動局装置１と基地局装置２の構成およびランダムアクセス手順の
選択は、第１の実施形態における、それぞれ図１と図２および図３と同じ構成で良いため
説明を省略する。
【００８１】
　以下、本実施形態における第２のランダムアクセス手順について、図６を用いて説明す
る。図６において、基地局装置２は移動局装置１に対してランダムアクセスプリアンブル
を割り当てるためにメッセージ０を送信する（ステップＳ６１）。メッセージ０にはラン
ダムアクセスプリアンブルを送信するリソースの割り当て情報およびプリアンブル番号が
含まる。また、基地局装置２は、予め移動局装置１に通知したセカンダリセルのパラメー
タに物理ランダムアクセスチャネル設定が含まれている場合には、メッセージ０に含まれ
るＣＩＦに、プライマリセルあるいはセカンダリセルとして基地局装置２が移動局装置１
に割り当てたコンポーネントキャリアの何れかを特定する識別子を代入しておく。前記識
別子は、基地局装置２から移動局装置１に対して送信されるＲＲＣ接続再設定メッセージ
（RRCConnectionReconfiguration）で、セカンダリセルを割り当てたり解放したりする際
に用いられる識別子であるセカンダリセル番号と同じ値（プライマリセルは識別子０であ
らわす）とすることが望ましいが、これに限らず、セカンダリセルの一部でのみランダム
アクセス手順を実施可能とする場合には、それらのセルを同定できる識別子であればよい
。
【００８２】
　メッセージ０を受信した移動局装置１は、ランダムアクセスプリアンブルを送信するコ
ンポーネントキャリアの選択を行う（ステップＳ６２）。
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【００８３】
　図７にコンポーネントキャリアを選択するフローチャートを示す。図７において、移動
局装置１はメッセージ０に含まれるＣＩＦからコンポーネントキャリアの識別子を取得す
る（ステップＳ７１）。次に、移動局装置１は、コンポーネントキャリア管理部１０４か
ら取得したコンポーネントキャリアの割り当て情報を用いて、ステップＳ７１で取得した
識別子のコンポーネントキャリアが存在するか（割り当てられているか）を判断する（ス
テップＳ７２）。前記識別子のコンポーネントキャリアが存在する場合はステップＳ７３
に遷移し、存在しない場合はステップＳ７５に遷移する。ステップＳ７２で前記識別子の
コンポーネントキャリアが存在する場合、移動局装置１は前記識別子のコンポーネントキ
ャリアが活性状態か否かを判断する（ステップＳ７３）。前記識別子のコンポーネントキ
ャリアが活性状態であればステップＳ７４に遷移し、不活性状態であればステップＳ７５
に遷移する。ステップＳ７３で前記識別子のコンポーネントキャリアが活性状態であれば
、移動局装置１は前記識別子のコンポーネントキャリアを、ランダムアクセスプリアンブ
ルを送信するコンポーネントキャリアに設定してフローを終了する（ステップＳ７４）。
【００８４】
　ステップＳ７２で、ステップＳ７１で取得した識別子のコンポーネントキャリアが存在
しない場合、あるいはステップＳ７３で、前記識別子のコンポーネントキャリアが不活性
状態である場合、移動局装置１はプライマリセルを、ランダムアクセスプリアンブルを送
信するコンポーネントキャリアに設定してフローを終了する（ステップＳ７５）。
【００８５】
　次に、移動局装置１は、ステップＳ６２で設定されたコンポーネントキャリアで、当該
コンポーネントキャリアに設定された物理ランダムアクセスチャネル設定に基づいたラン
ダムアクセスプリアンブル（メッセージ１）を送信する（ステップＳ６４）。
【００８６】
　また、基地局装置２はステップＳ６１の実行後、ＣＩＦで指定したコンポーネントキャ
リアおよびプライマリセルを、前記移動局装置１からランダムアクセスプリアンブルを待
ち受けるコンポーネントキャリアとして設定する（ステップＳ６３）。
【００８７】
　ランダムアクセスプリアンブルを受信した基地局装置２は、当該ランダムアクセスプリ
アンブルが、自局が移動局装置１に対して設定したプリアンブル番号およびコンポーネン
トキャリア（あるいはプライマリセル）であることを確認し、ＰＤＣＣＨに前記ランダム
アクセスプリアンブルを送信した移動局装置１宛の応答（ランダムアクセスレスポンス）
を示すためのＲＡ－ＲＮＴＩ（Random Access-Radio Network Temporary Identity：ラン
ダムアクセスレスポンス識別情報）を配置し、下りリンク共用チャネルＰＤＳＣＨに、前
記タイミングのずれ量に基づいた送信タイミング調整情報、スケジューリング情報、およ
び受信したランダムアクセスプリアンブルの識別子情報を含んだランダムアクセスレスポ
ンスメッセージ（メッセージ２）を送信する（ステップＳ６５）。ランダムアクセスレス
ポンスの少なくともＰＤＣＣＨは、移動局装置１がランダムアクセスプリアンブルを送信
した上りリンクのコンポーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリア
で送信されることが望ましい。
【００８８】
　上述のように、移動局装置１は、基地局装置２より設定されたセカンダリセルと、セカ
ンダリセルのランダムアクセスの設定（物理ランダムアクセスチャネル設定）に応じて、
ＣＩＦを用いないランダムアクセス手順（第１のランダムアクセス手順）と従来ランダム
アクセス手順の指示のためには使用されていなかったＣＩＦを用いたランダムアクセス手
順（第２のランダムアクセス手順）とを適切なタイミングで切り替えることで、無線リソ
ースの使用量を増大させることなく、ランダムアクセス手順が開始されるセルを適切に判
断することが可能となる。
【００８９】
　また、本実施形態では、移動局装置１に割り当てられたセカンダリセルが不活性状態で
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ある場合に、プライマリセルへのランダムアクセスプリアンブルの送信を許容することで
、データ伝送の遅延を抑えることが可能となる。
【００９０】
　なお、以上説明した実施形態は単なる例示に過ぎず、様々な変形例、置換例を用いて実
現することができる。
【００９１】
　また、上記実施形態では、ランダムアクセス手順を選択する際に、自局に設定されたセ
カンダリセルのパラメータに物理ランダムアクセスチャネル設定が含まれているか否かを
判断基準として用いているが、その他の個別メッセージでセカンダリセルにおけるランダ
ムアクセス手順実施の可否を通知して、可否情報を判断基準として用いてもよい。
【００９２】
　また、上記実施形態では、ランダムアクセス手順を選択する際に、自局に設定されたセ
カンダリセルのパラメータに物理ランダムアクセスチャネル設定が含まれているか否かを
判断基準として用いているが、移動局装置１に複数のセカンダリセルが割り当てられてい
る場合、少なくとも１つのセカンダリセルパラメータに物理ランダムアクセスチャネル設
定が含まれている場合に第２のランダムアクセス手順を選択するようにしてもよいし、特
定の条件を満たすセカンダリセル（例えばプライマリセルとタイミングの異なる何れかの
セカンダリセル）に物理ランダムアクセスチャネル設定が含まれている場合に第２のラン
ダムアクセス手順を選択するようにしてもよい。
【００９３】
　また、説明の便宜上、実施形態の移動局装置１及び基地局装置２を機能的なブロック図
を用いて説明したが、移動局装置１及び基地局装置２の各部の機能またはこれらの機能の
一部を実現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、こ
の記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行すること
により移動局装置１や基地局装置２の制御を行なっても良い。なお、ここでいう「コンピ
ュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【００９４】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、半導体媒体（例えば、ＲＡＭ、
不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば、DVD、MO、MD、CD、BD等）、磁気記録
媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルディスク等）等の可搬媒体、コンピュータシス
テムに内蔵されるディスクユニット等の記憶装置のことをいう。さらに、「コンピュータ
読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回
線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間の間、動的にプログラム
を保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮
発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。また上
記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに、前
述した機能をコンピュータシステムに既に記録されているプログラムとの組み合わせで実
現できるものであっても良い。
【００９５】
　また、上記各実施形態に用いた移動局装置１および基地局装置２の各機能ブロックは、
典型的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよい。各機能ブロックは個別にチップ
化してもよいし、一部または全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手
法はＬＳＩに限らず専用回路または汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術
の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回
路を用いることも可能である。
【００９６】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許請
求の範囲に含まれる。
【符号の説明】



(18) JP 5329598 B2 2013.10.30

10

【００９７】
１…移動局装置
２…基地局装置
１４～１６…受信器
２１～２３…送信器
１０１、２０１…受信部
１０２、２０２…復調部
１０３、２０３…復号部
１０４…コンポーネントキャリア管理部
１０５、２０４…制御部
１０６…ランダムアクセス処理部
１０７、２０５…符号部
１０８、２０６…変調部
１０９、２０７…送信部
１１０、２０９…上位レイヤ
２０８…ネットワーク信号処理部
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